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札幌市調理師団体連合会会報

NO.88
私 の 好 き な 格 言

「俺が俺がの我を捨て
お蔭お蔭の下で暮らせ」
�  板倉　洋祐

　

佐
藤
氏
は
昭
和
27
年
５
月
の
小

樽
市
生
ま
れ
で
す
。

　

昭
和
46
年
３
月
、
東
海
大
学
付

属
第
四
高
等
学
校
を
ご
卒
業
さ

れ
、
同
年
３
月
、
株
式
会
社
ヤ
サ

カ
に
調
理
社
員
と
し
て
入
社
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ヤ
サ
カ
に
は
当
会

の
常
任
相
談
役
で
も
あ
り
ま
す
森

下
稔
氏
が
お
り
、
森
下
氏
の
下
で

調
理
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
ヤ
サ
カ
で
は
、
17

年
の
長
き
に
渡
り
修
業
、
研
鑽
を

積
ま
れ
、
平
成
元
年
３
月
、
札
幌

健
康
セ
ン
タ
ー
に
調
理
長
と
し
て

入
社
。
平
成
19
年
３
月
、
同
セ
ン

タ
ー
の
閉
店
に
伴
い
退
社
さ
れ
る

ま
で
の
間
、厨
房
の
管
理
、運
営
、

人
材
育
成
等
々
多
忙
な
期
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
年
４
月
よ
り
小
樽

の
「
銀
鱗
荘
」、す
す
き
の
の
「
ら

う
す
亭
」
の
料
理
長
な
ど
を
平
成

24
年
５
月
ま
で
勤
め
ら
れ
た
後
、

同
年
６
月
、
株
式
会
社
津
司
に
入

社
。「
手
稲
現
金
問
屋
」
内
に
あ

り
ま
す
「
馬
鹿
値
食
堂
」
の
料
理

長
に
就
き
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
土
、

日
曜
日
に
は
数
百
名
の
来
店
が
あ

り
、
日
々
大
奮
闘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
札
幌
第
一
割
烹
調
理

師
会
の
支
部
長
と
し
て
会
の
運
営

に
も
携
わ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　

長
年
に
渡
る
こ
れ
ら
の
活
動
と

貢
献
に
よ
り
、
平
成
26
年
札
幌
市

名
誉
調
理
師
、
平
成
27
年
北
海
道

社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
、ま
た
、

今
期
、
当
会
の
副
会
長
に
も
新
任

さ
れ
る
な
ど
益
々
多
忙
な
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

古
希
を
迎
え
ら
れ
て
も
、
な
お

現
役
で
の
ご
活
躍
を
同
世
代
の
私

と
し
て
も
羨
ま
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意

さ
れ
、
一
日
で
も
長
く
調
理
人
と

し
て
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
紹
介
者
）

　
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

　

成
田　
　

寿

札幌第一割烹調理師会
支部長

佐藤　　登 氏

題
字\

札
調
連
会
長 

鈴
木 

健
雄

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

前田森林公園
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札調連

事 業事 業
報 告報 告

令
和
４
年
度定

期
総
会
開
催

　

令
和
４
年
度
第
33
回
札
調
連
定

期
総
会
は
、
５
月
24
日
（
火
）
午

後
２
時
か
ら
札
幌
市
中
央
卸
売
市

場
Ａ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
札
幌
市
保
健
所

の
八
田
智
宏
食
の
安
全
担
当
部
長

が
出
席
さ
れ
、
冒
頭
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
は
緒
方

昭
彦
会
長
代
行
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
鈴
木
健
雄
会
長
の
開
会
の
挨

拶
の
後
、
議
長
に
鈴
木
裕
一
郎
副

会
長
が
選
任
さ
れ
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
い
ま

だ
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
理
事
の

み
の
出
席
で
開
催
さ
れ
、
総
会
の

後
の
懇
親
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
議
案
第
１
号
の

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報

告
、
議
案
第
２
号
の
令
和
４
年
度

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
、

議
案
第
３
号
の
役
員
の
改
選
と
選

任
の
３
件
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
役
員
の
改
選

期
で
、
鈴
木
健
雄
会
長
は
留
任
、

森
下
稔
、
緒
方
昭
彦
両
会
長
代
行

は
常
任
相
談
役
と
な
り
ま
し
た
。

両
氏
の
後
任
に
鈴
木
裕
一
郎
、
小

泉
哲
也
両
副
会
長
が
就
任
す
る
な

ど
大
幅
な
入
れ
替
え
と
な
り
ま
し

た
。

第33回札調連定期総会

第２回四役会・庖丁塚運営委員会

　

令
和
４
年
度
第
２
回
札
調
連
四

役
会
議
及
び
庖
丁
塚
運
営
委
員
会

が
６
月
28
日
、
札
幌
市
中
央
卸
売

市
場
内
の
札
幌
市
Ａ
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
役
会
議
は
５

月
の
役
員
改
選
後
、
初
め
て
の
会

議
と
な
り
、
議
事
進
行
は
鈴
木
裕

一
郎
会
長
代
行
が
務
め
ま
し
た
。

当
日
、
鈴
木
健
雄
会
長
が
所
用
の

た
め
急
遽
欠
席
と
な
っ
た
の
を
受

け
、
小
泉
哲
也
会
長
代
行
の
開
会

の
挨
拶
で
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
４
年
度
の
札

幌
市
名
誉
調
理
師
の
選
考
が
行
わ

れ
、
日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支

部
の
安
藤
勝
広
氏
と
札
幌
割
烹
調

理
師
会
の
田
中
和
芳
氏
の
２
名
が

新
た
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
度
の
健
康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌

支
部
が
当
番
と
な
り
、
３
年
ぶ
り

に
参
加
者
を
募
集
し
て
開
催
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
日

は
９
月
20
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
が
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
、
令
和
４
年
度

第
50
回
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

森
下
稔
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営
委
員

第
２
回

　

四
役
会
議
・
庖
丁
塚

運
営
委
員
会
開
催

長
の
挨
拶
の
後
、
今
年
度
の
開
催

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
こ

ち
ら
も
３
年
ぶ
り
に
来
賓
を
お
招

き
し
て
供
養
祭
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
開
催
日
は
７

月
26
日
、
円
山
公
園
の
庖
丁
塚
記

念
碑
前
で
す
。

　

※
定
期
総
会
議
案
書
、
四
役
会

議
結
果
、
庖
丁
塚
運
営
委
員
会
次

第
の
詳
細
は
札
調
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

印刷も、
Webも、
電子書籍も。

札幌市中央区南４条西５丁目６
TEL 011－241－4540
FAX 011－241－4505
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令和４年度　札幌市調理師団体連合会役員名簿
令和４年５月改選

役職名 氏　　名 団　　　体　　　名 備　　考
名 誉 会 長 高 橋 忠 明 北海道寿鮨調理師会（最高顧問）
顧 問 八 田 智 宏 札幌市保健所食の安全担当部長
相 談 役 中 村 裕 之 衆議院議員

和 田 義 明 衆議院議員
長谷川　　　岳 参議院議員
和 田 敬 友 北海道議会議員
千 葉 英 守 　　　〃
長 内 直 也 札幌市議会議員
細 川 正 人 札幌市議会議長

常任相談役 長谷川　一　男 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）
佐　藤　公二男 札幌そば麺類研究会（顧問）
鹿 野 好 治 定山渓調理師会（終身名誉会長）
森　下　　　稔 札幌第一割烹調理師会（会長） 新任
緒 方 昭 彦 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役） 新任

会 　 　 長 鈴 木 健 雄 札幌市議会議員
会 長 代 行 鈴　木　裕一郎 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役） 新任

小 泉 哲 也 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役） 新任
副 会 長 白 戸 康 博 北海道寿鮨調理師会（常任相談役）

森 山 修 一 北海道寿鮨調理師会（会長）
葛 西 利 男 札幌割烹調理師会（会長）
佐 藤 元 治 札幌そば麺類研究会（代表）
大 江 廣 嗣 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役） 新任
泉　　　勝　志 日本中国料理協会札幌支部（会計監査役） 新任
佐　藤　　　登 札幌第一割烹調理師会（支部長） 新任
佐　藤　　　修 定山渓調理師会（会長） 新任

専 務 理 事 舟 橋 裕 司 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役） 新任
副専務理事 本 間 勇 司 札幌割烹調理師会（理事長） 新任
会計担当理事 安 藤 勝 広 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役） 新任
理 事 後 藤 俊 幸 札幌第一割烹調理師会（副会長） 新任

成　田　　　寿 札幌第一割烹調理師会（副会長） 新任
山 本 敦 久 札幌割烹調理師会 新任
松 見 光 晃 定山渓調理師会（名誉会長） 新任
溝 口 浩 司 定山渓調理師会（支部長） 新任
高 松 康 晃 北海道寿鮨調理師会（常任相談役）
田　村　　　中 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
本 田 卓 也 日本中国料理協会札幌支部（支部長）
佐 藤 友 信 札幌そば麺類研究会（幹事長）
石 塚 博 久 札幌そば麺類研究会（広報部長）
白 井 勝 美 北全調札幌市支部連合会（西支部長）

監 　 　 事 高 橋 宏 通 北全調札幌市支部連合会（会長） 新任
竹 田 俊 二 日本中国料理協会札幌支部（幹事長） 新任
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令和４年度　札調連認定講師名簿
（令和４年６月～令和６年５月）

団　体　名 氏　名 備　考

札幌割烹調理師会

本間　勇司 札幌市食品保健講師

佃　　克俊 札幌市食品保健講師

吉田　成実 札幌市食品保健講師

山﨑　幸雄

沼久内義直 札幌市食品保健講師

大野　昭彦

鈴木　慎也

佐藤　佑樹

定山渓調理師会 佐藤　　修

全日本司厨士協会
札幌支部

大江　廣嗣 札幌市食品保健講師

舟橋　裕司 札幌市食品保健講師

伊藤　博之

吉田　郁雄 札幌市食品保健講師

菱沼　雅人 新規

日本中国料理協会
札幌支部

安藤　勝広 札幌市食品保健講師

河原　辰夫

澤﨑　　進

竹田　俊二

本田　卓也

岩本　　隆

坪谷　俊夫

菊池　秀昭 新規

北海道寿鮨調理師会

平賀　雄次 札幌市食品保健講師

藤井　　譲 札幌市食品保健講師

後藤　　勲

札幌そば麺類研究会
佐藤　元治 札幌市食品保健講師

佐藤　友信

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

札
幌
市
食
品
保
健
講
師
、

札
幌
市
食
品
保
健
講
師
、

札
調
連
認
定
講
師
決
ま
る

札
調
連
認
定
講
師
決
ま
る

　

去
る
３
月
、
札
幌
市
あ
て
に
令

和
４
年
度
札
幌
市
食
品
保
健
講
師

の
登
録
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

３
月
29
日
付
け
で
札
幌
市
長
よ
り

11
名
の
登
録
が
決
定
し
た
と
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。
登
録
を
受
け

た
食
品
保
健
講
師
は
専
門
調
理

師
、
管
理
栄
養
士
、
学
識
経
験
者

な
ど
、
特
に
食
品
保
健
分
野
に
造

詣
の
深
い
人
物
を
札
幌
市
長
あ
て

に
申
請
し
、
そ
の
結
果
、
札
幌
市

に
登
録
さ
れ
る
も
の
で
、
任
期
は

２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
札
調
連
認
定
講
師
は
、

各
加
盟
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た

調
理
師
を
札
調
連
会
長
が
認
定
す

る
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
任
期
は
２

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
れ
の
講
師
も
、
札
幌
市
な
ど

か
ら
料
理
教
室
の
講
師
依
頼
が

あ
っ
た
際
に
、
札
調
連
講
師
と
し

て
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
２

年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
た
め
依
頼
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は
以
前
の

よ
う
な
回
数
は
期
待
で
き
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
派
遣
依
頼
が
来
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す

　

令
和
４
年
度
の
講
師
の
皆
さ
ん

は
下
記
名
簿
の
と
お
り
で
す
。

　

街
中
や
観
光
地
か
ら
外
国
人
客

の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
２

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
以
前

は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
に
も
外

国
人
が
と
驚
き
、
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
私
達
日
本
人
客
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
う
程
、
外
国
人
客
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

か
つ
て
の
よ
う
に
日
本
人
客
で
溢

れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
ら
ず
に

充
分
や
っ
て
い
け
る
、
と
い
う
こ

と
が
理
想
と
思
い
ま
す
が
、
現
状

北
全
調
だ
よ
り

北
全
調
だ
よ
り

の
日
本
は
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
、
と
い
う
の
が
実
態
か

と
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
８
月
25
日
に
北

海
道
の
調
理
師
試
験
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。令
和
３
年
度
以
降
、

道
内
の
試
験
地
は
、
受
験
者
数
の

減
少
傾
向
に
よ
り
、
従
来
の
11
か

所
か
ら
、
岩
見
沢
市
、
滝
川
市
、

室
蘭
市
が
廃
止
と
な
り
、
８
か
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
北
全
調
の

数
か
所
の
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
試
験
対
策
準
備
講
習
会
を
実

施
、
本
部
を
含
め
て
受
験
参
考
書

を
斡
旋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来

の
調
理
師
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
２
年
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
３
年
ぶ
り
」
に
開
催
と
い
う
報

道
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
慎

重
に
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
か
つ
感
染
対
策
に
万
全
を
期

し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
本
会
の
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
調
理
師
全
道
研

修
大
会
を
10
月
に
３
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
何
卒
、
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

政
府
で
は
、
外
国
人
客
の
受
け

入
れ
を
段
階
的
に
再
開
し
て
い
く

と
の
こ
と
。
外
国
人
客
の
皆
様
に

は
、
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
と
守
っ

た
上
で
、
道
内
の
豊
か
な
自
然
と

食
文
化
を
存
分
に
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
こ
と
が
道
内
経
済
の
活

性
化
と
紛
争
の
な
い
国
際
社
会
の

構
築
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長　

伊
藤　

哲
男
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レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

「
北
海
道
寿
鮨
調
理
師
会

「
北
海
道
寿
鮨
調
理
師
会

活
動
報
告
」

活
動
報
告
」

　

北
海
道
寿
鮨
調
理
師
会
の
定
期

総
会
並
び
に
四
条
公
祭
は
、
平
成

31
年
４
月
第
70
回
を
最
後
に
第
71

回
は
コ
ロ
ナ
の
為
中
止
、
第
72
回

定
期
総
会
も
予
定
し
て
い
た
日
程

に
は
や
は
り
コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら

ず
、
感
染
者
数
が
少
し
減
っ
た
９

月
22
日
、
札
幌
市
中
央
市
場
の
多

目
的
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
寿
会
も
休
会
状
態
で

し
た
が
少
し
ず
つ
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
１
年
半
免

除
し
て
き
た
会
費
も
運
営
上
不
可

欠
な
た
め
10
月
よ
り
徴
収
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
第
73
回
定
期
総

会
・
四
条
公
祭
は
、
４
月
27
日
に

伊
夜
日
子
神
社
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。
午
前
10
時
よ
り
神
社
の
控

室
を
借
り
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
時
よ
り
場
所
を
神
殿
に
変
え
四

条
公
祭
を
厳
粛
な
中
参
加
者
が
一

人
一
人
玉
串
を
奉
納
し
ま
し
た
。

ご
神
体
は
、
御
神
景
二
幅
「
磐
鹿

六
雁
命
」「
四
条
山
陰
中
納
言
藤

原
政
朝
郷
」
で
昭
和
26
年
、
町
村

金
吾
氏
よ
り
本
会
に
贈
呈
さ
れ
た

物
で
す
。
長
年
使
用
し
て
き
た
の

で
大
変
痛
み
が
激
し
く
令
和
元
年

に
修
復
し
ま
し
た
。
今
回
、
参
加

者
の
方
々
に
お
披
露
目
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
事
を
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
参
加
者
で

写
真
を
撮
り
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
前
の
総

会
・
四
条
公
祭
・
懇
親
会
が
出
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
寿
鮨
調
理
師
会

森
山　

修
一●

臨時意見交換会

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現

青
年
部
の
重
松
部
長
か
ら
現
在
の

調
理
場
の
状
況
や
若
い
調
理
人
の

考
え
て
い
る
こ
と
、
支
部
運
営
に

望
ん
で
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
な

い
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
意
見
交
換
は
続
き
、
会
員
非

会
員
問
わ
ず
若
い
調
理
人
に
対
す

る
活
動
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
具

体
的
な
形
で
結
論
が
出
る
な
ど
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
や
若
い
会
員
と
図
り
な

が
ら
支
部
の
最
善
の
方
策
に
し

て
、
再
び
調
理
人
の
勢
い
た
く
ま

し
い
時
代
に
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
中
国
料
理
協
会
　
　
　
　

札
幌
支
部
　
本
田　

卓
也

「
日
本
中
国
料
理
協
会

「
日
本
中
国
料
理
協
会

札
幌
支
部
活
動
報
告
」

札
幌
支
部
活
動
報
告
」

　

本
会
札
幌
支
部
は
、
中
国
料
理

に
か
か
わ
る
調
理
・
接
客
等
に
従

事
す
る
人
た
ち
の
援
助
や
技
術
向

上
の
た
め
の
講
習
会
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
札
幌
市
民
に
対
す
る
食

資
源
の
有
効
活
用
、
食
育
事
業
の

推
進
、
市
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上

な
ど
を
目
的
と
し
運
営
し
て
き
ま

し
た
。
正
会
員
は
盛
時
に
は
ホ
テ

ル
・
会
館
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
中

国
料
理
関
係
従
事
者
あ
わ
せ
て
３

０
０
名
を
超
え
た
大
組
織
で
、
全

国
で
最
大
の
支
部
で
す
。

　

現
在
は
二
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
飲
食
産
業
の
営
業
縮
小

や
、
若
い
調
理
従
事
者
数
の
減
少

傾
向
に
よ
っ
て
往
時
の
半
数
以
下

の
会
員
数
に
な
り
、
こ
の
状
況
は

中
国
料
理
業
界
の
み
な
ら
ず
調
理

業
界
全
体
の
大
き
な
問
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

６
月
８
日
、
執
行
部
は
こ
れ
に

伴
い
支
部
を
正
し
く
運
営
す
る
た

め
抜
本
的
に
事
業
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
輩
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
意
見
交

換
会
を
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
小
規
模

で
行
い
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
は
往

時
の
運
営
状
況
を
お
聞
き
し
、
あ

ら
た
め
て
勢
い
た
く
ま
し
い
時
代

高級鮮魚介・冷凍魚介・各国輸入蛯

衛生的な設備を誇る
業務用卸のエキスパート‼

札幌市中央区北13条西16丁目３－13
TEL 709－1221(代)　FAX 709－1225
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想
　
想

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
感
謝

札
幌
割
烹
調
理
師
会

本
間　

勇
司

　

３
年
前
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
す

べ
て
の
産
業
が
大
き
く
変
わ
り
、

今
ま
で
と
違
う
事
業
形
態
を
余
儀

無
く
さ
れ
、
飲
食
業
界
を
初
め
多

く
の
事
業
が
低
迷
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
料
理
人
生
の
中

で
、
す
べ
て
が
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
無
く
、
戸
惑
い
や
焦
り
な

ど
精
神
的
に
疲
れ
て
い
き
、
先
の

人
生
が
不
安
で
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
環
境
の
中
で
も
弊
社
の
方

針
は
、
何
が
あ
っ
て
も
従
業
員
の

雇
用
は
守
る
と
宣
言
さ
れ
た
時
は

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
に
こ
た
え
る
為
に

も
、
私
た
ち
調
理
師
が
こ
の
時
代

に
合
わ
せ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
よ
う
な
行
動
を
と
る
事

を
考
え
、
ま
ず
初
め
に
利
益
は
少

な
い
で
す
が
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
一
番
の
悩
み

は
価
格
で
し
た
が
、
我
々
、
日
本

料
理
の
文
化
を
残
す
た
め
に
も
、

美
味
し
く
て
体
に
良
い
も
の
だ
け

を
考
え
、
ま
た
、
生
産
者
さ
ん
、

関
係
業
者
さ
ん
に
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
、
あ
る
一
定

の
金
額
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
通
じ
た
の

か
、
何
回
も
ご
注
文
下
さ
る
お
客

様
、
ま
た
、
こ
の
ご
時
世
、
集
ま

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
忘
年
会

の
代
わ
り
に
御
弁
当
を
渡
し
た
い

と
の
事
で
、
一
日
１
０
０
個
以
上

の
注
文
を
頂
く
事
も
あ
り
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
現
時
点
で
も
引
き

続
き
ご
注
文
も
多
く
頂
き
、
う
れ

し
い
限
り
で
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
に
な
り
ま
し

た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
す
が
、
川
甚

を
救
っ
て
く
れ
た
弁
当
に
感
謝
、

同
業
者
初
め
関
係
各
位
様
の
ご
協

力
に
も
感
謝
、
そ
し
て
雇
用
を
守

り
安
心
な
生
活
を
保
障
し
て
く
れテイクアウト用弁当

「
和
三
盆
」

札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会

佐
藤　

元
治

　

蕎
麦
屋
の
基
本
的
な
食
材
は
、

そ
ば
麺
に
は
蕎
麦
粉
と
小
麦
粉

が
、つ
ゆ
に
は
醤
油
、味
醂
、酒
、

砂
糖
、
だ
し
節
、
昆
布
、
椎
茸
な

ど
の
複
合
材
を
使
い
、
そ
ば
と
の

バ
ラ
ン
ス
で
だ
し
を
取
り
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
昔
、
江
戸
時
代
か
ら
と
思

わ
れ
る
食
材
の
名
前
も
楽
し
い
で

す
。

　

海
苔
は
「
磯
の
花
」、
鶏
む
ね

肉
は
「
か
し
わ
」、猪
の
肉
は
「
牡

丹
」、
鹿
肉
は
「
紅
葉
」、
５
分
葱

は
「
南
蛮
」、玉
子
は
「
ぎ
ょ
く
」

な
ど
と
言
い
、
蒲
鉾
、
え
び
な
ど

を
使
い
種
物
と
し
て
お
好
み
に
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
で
は

多
種
多
様
な
物
と
の
組
み
合
わ
せ

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
食
材
の
中
で
味
の
決
め

食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し

手
は
、「
さ
・
し
・
す
・
せ
・
そ
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！
私
が
仕

事
で
使
う
砂
糖
は
、
漬
物
に
、
つ

ゆ
に
、
料
理
に
、
お
菓
子
に
と
ザ

ラ
メ
糖
、
上
白
糖
や
三
温
糖
、
和

三
盆
で
す
。
以
前
は
、
そ
ば
羊
羹

に
上
白
糖
や
三
温
糖
を
使
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
し
っ
く
り

し
な
く
て
困
っ
て
い
た
時
、
お
客

様
で
お
茶
の
「
伊
藤
園
」
の
社
長

さ
ん
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
そ
ば
羊
羹
を
試
食
し
て

頂
き
、
悩
み
を
聞
い
て
貰
い
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
菓
子
の

名
前
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
和

三
盆
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
生
産

者
の
方
を
ご
紹
介
し
て
頂
き
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
ま
ろ
や
か
な
味
を
出
せ
た

と
今
で
も
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

※
和
三
盆－

主
に
香
川
県
、
徳
島

県
な
ど
の
四
国
東
部
で
伝
統
的
に

生
産
さ
れ
て
い
る
砂
糖
の
一
種
。

和
菓
子
な
ど
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

た
、
弊
社
加
森
相
談
役
初
め
役
員

の
皆
様
に
感
謝
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
の
環
境
に
慣

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
今
一

度
初
心
に
帰
り
、
う
が
い
・
手
洗

い
・
衛
生
一
番
で
新
し
い
時
代
に

向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 小泉シェフのめざせ！おうちレストラン 動画
■ 健康料理フェスティバル・麵料理 動画
■ 健康料理フェスティバル・鮨料理 動画

札幌市調理師団体連合会札幌市調理師団体連合会
https://sacchouren.jphttps://sacchouren.jp

■ HACCP導入・小規模飲食店向け 動画
■ 誌上料理教室・札幌市食改委員向け テキスト
■ 誌上料理教室・西洋料理の極意 テキスト

HP YouTube
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札幌市からのお知らせ札幌市からのお知らせ

シリーズ 食中毒を知る！② アニサキス食中毒

アニサキス食中毒とは

アニサキス食中毒は増加傾向
札幌市内でも、近年は年間10件以上のアニサキス
食中毒が発生しています。令和3年は一旦減少して
いますが、令和2年まで増加傾向が続いており、
十分な注意が必要です。

また、国内で令和元年～3年に発生した食中毒
事件の原因物質として、アニサキスが最も多かった
ことが報告されています。
さらにここ数年で有名人がSNS等でアニサキス
食中毒にかかったことを報告する事例が重なり、
アニサキス食中毒への関心が高まっています。

アニサキス食中毒の予防
ー調理するときの注意点ー

■ 加熱
加熱調理が最も効果的な予防法です。
魚介類を加熱して提供する際は十分加熱
（60℃で1分以上または70℃以上で数秒）
しましょう。

■ 冷凍
アニサキスは食品の中心部をマイナス20℃
以下の温度で24時間以上冷凍すると死滅します。
冷凍庫に保管しても、扉の開閉等によって
マイナス20℃以下が保持されない場合が
あるので注意が必要です。

■ 迅速な内臓除去
通常アニサキスは内臓の表面に寄生しますが、
魚の鮮度が落ちると内臓から筋肉へと
移行します。新鮮なうちに内臓を除去し、
内臓は生食用として提供してはいけません。

アニサキスとは
食中毒の原因となるアニサキスの幼虫は、体長2～
3cmの半透明白色の寄生虫です。主にサバ、サンマ、
カツオ、イワシ、サケ、ニシン、イカなどに寄生し、これらの
魚介類を食べたクジラの胃の中で成虫になって卵を
産みます。クジラの便とともに排泄された卵は海中で
幼虫になり、オキアミなどを経て魚介類へ寄生します。

■ とにかく目視確認！
生食用の魚介類を提供する場合は、
明るい場所でアニサキスの虫体をよく確認
しましょう。複数人での確認が望ましいです。

※ 注意
通常の調理に使用される量の調味料や薬味
（酢、しょうゆ、わさび、しょうが等）では
アニサキスは死滅しません。

※ 商品ポップ等で注意喚起を！！
生食用の魚介類を販売・提供する場合は、
アニサキス食中毒の可能性があることを
商品ポップなどで消費者へ周知しましょう。

トピック：札幌の夏も暑い！
夏場の食品保存に注意

令和3年には札幌の連続真夏日記録が更新され、
食中毒警報が発令される日数も令和2年、3年と
連続で高い水準となっています。
気温が高いと食品の品質が急速に
悪化する恐れがあるため、
保存方法には十分注意して
ください。
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

患
者
数
（
人
）

事
件
数
（
件
）

札幌市内の過去10年間のアニサキス食中毒発生状況

患者数（人） 事件数（件）

ホッケの内臓に寄生したアニサキス アニサキスの虫体

生きたアニサキスが人の体に入ることで
起こる食中毒です。
天然の魚介類を生で食べることで
生きたまま人の体内に入った
アニサキスが胃壁に入ろうとし、
激しい腹痛、吐き気、嘔吐などの
症状が引き起こされます。
発症までの時間は摂取してから
1～36時間（多くは8時間以内）です。

魚の切り身にアニサキスの
虫体を載せたところ
虫体が半透明なため、
確認が困難
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「
俺
が
俺
が
の
我
を
捨
て

 

お
蔭
お
蔭
の
下
で
暮
ら
せ
」

　

江
戸
時
代
後
期
、
越
後
の
曹
洞

宗
の
僧
侶
、良
寛
和
尚
の
言
葉
で
、

私
が
聞
い
た
の
は
た
ま
た
ま
つ
け

て
い
た
ラ
ジ
オ
か
ら
で
す
。

　

若
い
時
分
に
は
、
早
く
一
人
前

に
な
り
た
い
一
心
で
ど
う
し
て
も

周
り
の
事
が
見
え
な
く
な
り
が
ち

で
す
。「
俺
が
こ
ん
な
に
頑
張
っ

て
い
る
の
に
何
で
気
づ
か
な
い
ん

だ
ろ
う
？
」、「
俺
が
こ
ん
な
に
働

い
て
い
る
の
に
」、「
俺
が
こ
ん
な

に
苦
労
し
て
い
る
の
に
」
…
日
々

の
生
活
で
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
は
私
だ
け
で
は

私

好

な

言

の

き

格

な
い
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
そ
ん
な
不
平
、
不
満
の

根
源
は
「
俺
が
こ
れ
だ
け
や
っ
て

い
る
」
と
言
う
う
ぬ
ぼ
れ
心
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
元

を
正
せ
ば
そ
う
い
っ
た
事
柄
も
結

局
は
自
分
の
為
に
や
っ
て
き
た
こ

と
。
50
歳
も
過
ぎ
て
周
り
が
見
え

始
め
る
と
、
実
は
こ
こ
ま
で
来
る

た
め
に
ど
れ
だ
け
の
方
々
の
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
と
今
更

な
が
ら
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
、
Ｉ
Ｔ
化
と
世
の
中

が
進
み
、
こ
こ
に
き
て
未
曾
有
の

コ
ロ
ナ
危
機
。
ど
う
し
て
も
人
と

の
関
わ
り
が
薄
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
少
し
気
持
ち

を
柔
ら
か
く
し
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
全
日
本
司
厨
士
協
会
　
　
　
　

　
札
幌
支
部
　
板
倉　

洋
祐

令
和
4
年
2
月
25
日
発
行
、
第
87

号
の
「
庖
丁
い
っ
ぽ
ん
」
に
お
い

て
、
以
下
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、

こ
こ
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
東
屋
聚
楽
→
（
正
）
東
家

聚
楽
、（
誤
）
協
同
出
版
→
（
正
）

共
同
出
版

お
詫
び
と
訂
正

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役� 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人� 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人� 荒木田　康 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人� 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長� 池田　純久 中央区北５条西７丁目

学校法人　山口学園北海道中央調理技術専門学校 学校長� 山口　伸矢 豊平区月寒西３条６丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長� 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人� 岡村　潤平 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人� 藤本　　桂 中央区北４条西６丁目

センチュリーロイヤルホテル 総支配人� 桶川　昌幸 中央区北５条西５丁目

　

会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
副
会
長
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

森
山　

修
一（
北
海
道
寿
鮨
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

泉　
　

勝
志（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

髙
橋　

広
夫（
事
務
局
長
）

機
関
紙
／
も
じ
ゃ
こ
通
信

令
和
４
年
７
月
25
日
発
行　

第
88
号

編
集
発
行
人
／
鈴
木
裕
一
郎

発
行
所
／
札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

 

〒
061-

0012 

札
幌
市
中
央
区
北
12
条
西
20
丁
目
２

－１

　
　
　
　

 

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
水
産
棟
４
階

電
話
／（
〇
一
一
）二
一
五

－

六
一
二
五

印
刷
／
株
式
会
社
正
文
舎

ああ  

とと  

がが  

きき

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で“
３
年
ぶ
り
”

な
ど
と
、
イ
ベ
ン
ト
も
国
内
旅
行

も
再
開
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
第
７
波
が
到
来
し
そ
う

だ
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
４
回
目
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
効
果
に
疑
問

も
湧
い
て
く
る
。
元
の
生
活
に
戻

る
日
は
遠
い
の
か
、
も
う
な
い
の

か
、
希
望
は
持
っ
て
い
た
い
。

　

一
方
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
終
わ
ら
な
い
。
停
戦
の
道

筋
が
見
え
な
い
な
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
上
昇
し
食
料
危
機
が

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
戦
争
が

長
引
く
に
つ
れ
悲
惨
な
状
況
に
感

覚
が
マ
ヒ
し
て
く
る
の
が
恐
ろ
し

い
。
一
日
も
早
く
平
和
な
時
代
が

き
て
ほ
し
い
。

　

現
在
、
参
議
院
選
挙
の
真
っ
た

だ
中
、
日
本
の
国
力
、
政
治
の
力

に
期
待
す
る
。


